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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、近世城下町の武家地の管理システムの解明にむけて、おもに米沢藩を対象としつつ、武家屋敷の管理お
よびその住民構成の把握という２つの局面にアプローチしている。全６章で構成され、400 字詰め原稿用紙に換算す
ると 471 枚（本文・注：328 枚、図表：143 枚）に達する。研究史及び問題設定にかかわる第１章にひきつづき、第
２章・第３章では武家屋敷管理について、第４章・第５章では住民構成の把握について検討する。結論にあたる第６
章では、第２～４章で得られた成果をもとに、巨大城下町江戸における武家地管理との比較にくわえ、町人地管理と
の対照もおこない、その特色の考察をこころみている。 
 第２章・第３章では、藩から拝領されるものと考えられてきた近世城下町における武家屋敷の管理実態を追跡する。
米沢藩では、18 世紀初めになると、藩庁屋敷割役に対するその手続きが簡素化され、また家屋建築費用の家臣負担、
屋敷と拝領者との関係の固定化が進行した。その結果、屋敷は家臣の資産と考えられるようになるとともに、借家経
営など居住目的以外の利用が拡大した。これに対して藩は規定や戒告を公布するものの改善がすすまず、19 世紀に入
ると居住目的以外に利用されている武家地に課税するなど管理政策を転換した。これに対応して、武家屋敷管理のた
めに作製されてきた城下町絵図の形式が一新され、一枚物の絵図から帳面形式の屋敷割帳へと転換することとなった。
以上に類似する他藩での動向を検討したところ、屋敷の私有地化や資産化は外様藩に多く、これに対し姫路藩などの
譜代藩は今でいう公務員住宅のような性格が維持されていたことが明かとなった。この違いの背景には、転封にとも
なう屋敷の再配分の頻度の差があり、これが少ない外様藩で屋敷の資産化が進行したと結論している。 
 他方、第４章・第５章では、武家地で生活する武士やその家族、召仕や借家人の社会的な異動や出生・死亡の把握
について検討する。この方面では、従来軍事編成単位ととらえられていた各番組の組頭の存在が極めて大きい。組士
の縁定や離縁、後継や隠居といった社会的な異動に加え、召仕や借家人の異動も許認可事項とされ、申請等には組頭
の添書が必要であり、組頭は社会的な秩序維持と同時に、武家地住民の社会的な異動を把握していた。また、このよ
うな許認可の対象とならない住民の出生・死亡は、定期的に実施される宗門改によって捕捉されていた。この業務の
総括は宗門奉行が行ったが、その基礎的な集計は番組により行われた。武家地住民の社会的な異動と自然増減の把握
は、このようにそれぞれ別の体系のもとに行われ、岡山藩のような例外を除いて近世を通じて一元化されることはな
かったとする。 
 第６章では、以上の結果を研究の進んでいる江戸と比較している。江戸の屋敷管理については米沢と類似する点が
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多く、相対替による実質的な売買行為や借地化、武家地内での商売などは、城下町の規模に左右されないその近世的
特徴として理解できるとする。しかし住民把握においては大きな差異があり、江戸に在府する各藩の家臣は、国元か
らの出張勤務者であり、季節的流動性も高く、国元居住の家臣とともに藩庁を中心に一元的に把握され、幕府はこれ
については関与していないことを指摘する。 
 つぎに町人地と武家地の管理について比較し、前者では「町」という地縁的な組織が、屋敷管理と住民把握を一体
化して実施しているのに対し、武家地の場合では、屋敷管理は藩庁屋敷割役が、住民把握は番方と宗門奉行というよ
うに、それぞれ異なる組織が主体となって行っている点に大きなちがいがあると指摘している。またこれらを補うよ
うなかたちで、日常的な居住環境の整備については、武家地の各町に地縁組織（「用番」）が別に存在していることに
言及している。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 近世都市のもっとも重要なタイプの都市である城下町について、町人地の研究は大きくすすんでいるのに対し武家
地の研究は遅延が著しい。また武家地の研究は巨大城下町である江戸に集中する傾向が強く、各藩の城下町の武家地
研究は必要性が感じられながらも資料的制約があって停滞していた。本論文はこうした停滞を克服し、この方面の研
究に新しい局面をきりひらこうとする研究として注目される。この場合論文提出者は、地理学出身者らしく、城下町
絵図や宗門改帳に注目してその作製や利用にアプローチしつつ、制度的側面の解明にすすんだことが評価できよう。
とくに米沢藩での研究成果を念頭におきつつ他藩における例を博捜し、武家屋敷管理における外様藩と譜代藩との違
いを指摘するとともに、住民把握における番組の組頭の役割を明らかにしたことは、ともに従来ほとんど検討されな
かった側面にせまるものであり、今後の研究課題につながるものとしても高く評価できる。 
 ただしこのように評価される一面で、立論にはなお検討すべき点がみとめられる。学際的に展開されてきた都市史
研究における本研究の位置づけや上からの行政文書に大きく依存した分析については、改善の必要がある。また史料
の引用や解釈についても不充分な点が散見される。 
 しかし、これらは本論文が達成した成果と展望を損なうものではなく、学位申請者の今後の研鑽によって克服でき
る可能性の高い問題と判断される。よって本論文を博士（文学）の授与にふさわしいものとして認定する。 
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